
すこやか環境グループ　☎０７９（４３５）２７２１
図　書　館　　　 　 　☎０７９（４３７）４５００

▶問合せ

介護保険料の減免制度介護保険料の減免制度介護保険料の減免制度
▶問合せ　保険年金グループ　☎０７９（４３５）２５８２

　平成24年度の介護保険料は、6月に決定して通知させていただきます。減免制度（下表）もありますの
で、該当される方は申請してください。

減　免　対　象　者 減　免　額

播磨町役場ロビーにて献血を行います！献血にご協力を
▶問合せ　すこやか環境グループ　☎０７９（４３５）２６１１

　人間の生命を維持するために欠くことのでき
ない血液は、まだ人工的に造ることができませ
ん。さらに血液は生きた細胞ですので、長い間
にわたって保存することもできません。より安
全性の高い血液を確保するためには、健康な方
の献血へのご協力が必要です。
　皆さんの献血へのご理解とご協力をお願いし
ます。

▶日時　6月6日（水）
　　　　10：00～11：45
　　　　13：00～15：30
▶場所　役場第1庁舎ロビー
▶協賛　播磨町いずみ会

全血献血
２００㎖献血 ４００㎖献血

１回献血量
年齢

体重

年間献血回数

献血間隔

年間総献血量

２００㎖ ４００㎖
１６歳～６９歳※ １７歳～６９歳※
男性４５㎏以上
女性４０㎏以上

男女とも
５０㎏以上

男性６回以内
女性４回以内

男性３回以内
女性２回以内

男女とも４週間後の
同じ曜日から献血で
きます

２００㎖献血と４００㎖献血を合わせて
男性１，２００㎖以内、女性８００㎖以内

※６５歳以上の献血については、献血される方の健康を考え、
　６０～６４歳の間に献血経験がある方に限ります。

男性は１２週間後、女
性は１６週間後の同じ
曜日から献血できます

▼献血内容

①本人または生計を維持している方が火災などで住宅や財産に２分の１以上の損害
を受けた方

保険料の全額

⑤第１段階で老齢福祉年金を受給している方で以下の全てに当てはまる方
（ア）世帯全員の前年もしくは今後１年間の収入金額が次の金額以下であること

⑥第２段階で以下に当てはまる方
　上記⑤の（ア）（イ）（ウ）に同じ

（イ）資産などを活用してもなお生活が困窮していること
（ウ）市町村民税が課税されている方と生計が同一でないまたはその方に扶養され

ていないこと

保険料の２分の１

保険料の２分の１

⑧第３段階軽減で外国籍高齢者等福祉給付金を受給している方 第３段階軽減と第２段階
保険料との差額

⑨刑事施設に１ヵ月を超えて入所している方

※減免の対象となるのは、申請された年度の納期限の到来していない納期分の保険料です。

入所月から退所月の前月
までの期間の保険料

第３段階軽減～第９段階で以下のいずれかに当てはまる方
②生計を維持している方が死亡や長期入院で所得が２分の１以下になった方
③生計を維持している方が事業の廃止や失業で所得が２分の１以下になった方
④生計を維持している方が不作や不漁で所得が２分の１以下になった方

今の保険料と減少した所
得を基に計算した保険料
との差額

単身世帯　 ６０万円
二人世帯　 ６０万円
三人以上の世帯　６０万円　＋　１７．５万円　×（世帯の人数－２）

⑦第３段階軽減で以下の全てに当てはまる方
（ア）世帯全員の前年もしくは今後１年間の収入金額が次の金額以下であること

　上記⑤の（イ）（ウ）に同じ

第３段階軽減と第２段階
保険料との差額

単身世帯　 １２０万円
二人世帯　 １２０万円
三人以上の世帯　１２０万円　＋　３５万円　×（世帯の人数－２）

　図書館とすこやか環境グループが共催で「夏休みおもしろ教室」
を開催します。往復はがきでお申し込みください。

▲発電機の実験で
　驚きの声が上がりますます

▲
環境絵本
「海と空の約束」

▲

「夏休みおもしろ教室」
申し込み用往復はがきの書き方

参加者の感想参加者の感想
「海、川、森がどれだけ大切か分かったよ」

「エコや環境について自分にできることを考えるきっかけになりました」

「みんなで自然の大切さを考えたよ」

「地球には人間だけが生きていないよ」
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①８月１日（水）
　10:00～12:00

幼・保～小６
親子20組

講座名・内容
【持ち物】

講座番号
開催日時 材料費

なし

場所

図書館
２階
学習室

対象・募集数

②８月２日（木）
　10:00～12:00

幼・保～小３
親子15組

なし

③８月３日（金）
　10:00～12:00

幼・保～小６
親子20組

なし
手回し発電機でモーターカーを走らせよう！
クイズや実験をとおして発電の仕組みを学び、手回
し発電機でモーターカーを走らせる

⑤８月５日（日）
　10:00～12:00

小１～小６
親子20組

なし
環境絵本、紙芝居から学ぶ身近なエコライフ
絵本「海と空の約束」を通して、身近なエコを学ぶ。
絵本のプレゼントもあります

④８月４日（土）
　10:00～12:00

幼・保～小６
親子20組

200円天体望遠鏡を作ろう！
空き缶とペットボトルを使って天体望遠鏡を作る

化学の力で食品サンプルを作ろう！
身近な材料で様々な化学実験をしながら、天ぷら、
イクラなどの食品サンプルを作る

４Ｒを知ろう！＆風りんを作って涼しくなろう！
ごみを減らし、生活環境を守っていくことに必要な
４Ｒについて学んだ後、風りんを作る

※次ページに詳しい申し込み方法が記載されています。
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参加者の住所を書いた裏は、必ず白紙にしてください。
お間違えのないようにお願いします。

6 7 5 0 1 8 2

すこやか環境グループすすこここやか環境境ググルルーーププ
から抽選結果をお知らかかからら抽選結果果ををお知知ら
せするため、ここへはせすすするため、こここ へこへこへへは
何も記入しないでくだ何もも 入し記入しなないい くくでくくだ
さい。さい。

白 紙白 紙白

夏休みおもしろ教室申し込み
（ふりがな）

③保護者氏名

⑥参加希望講座番号および講座名（２つまで）

⑤電話番号（昼間に連絡できる電話番号）

④住所　〒

播磨町

①参加者氏名 （ 男・女 ）

②学年・年齢 小学校 年生

歳

講座番号 講座名

幼稚園・保育園 年長 年中 年少前ページの
申込書を貼る
次ページの次次ページ年中 年年ページの
申込書を貼るを
播
申込書を貼る

次のページに⑥～⑩を掲載しています。
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利用手順利用手順

夏休みおもしろ教室申し込み
（ふりがな）

③保護者氏名

⑥参加希望講座番号および講座名（２つまで）

⑤電話番号（昼間に連絡できる電話番号）

④住所　〒

播磨町

①参加者氏名 （ 男・女 ）

②学年・年齢 小学校 年生

歳

講座番号 講座名

幼稚園・保育園 年長 年中 年少

平成24年度  播磨わくわく講座平成24年度平成24年度 成 4年平平成2平成24年度 播磨播磨わわくくわわくく講講座座座座座座座
見て★話して★体験する「夏休みおもしろ教室」

⑥８月６日（月）
　10:00～12:00

講座名・内容
【持ち物】

講座番号
開催日時 材料費

なし

場所

喜瀬川

図書館
２階
学習室

野添
コミセン

図書館
２階
学習室

対象・募集数

⑦８月７日（火）
　10:00～12:00 なし

⑧８月８日（水）
　９:00～11:00 なし

喜瀬川でさかなや虫の観察をしてみよう！
喜瀬川にはどんな生き物がいるか観察する
【持ち物　帽子、タオル、長靴、筆記用具、
　　　　　魚とり網、お茶】

⑩８月10日（金）
　10:00～12:00 200円

指でくるくる　親子で楽しくパステル教室
指で簡単に描くパステルアート。素敵なオリジナル
の絵を描く
【持ち物　エプロン】

⑨８月９日（木）
　10:00～12:00

幼・保～小３
親子15組

小３～小６
親子20組

小１～小６
親子15組

幼・保～小６
親子20組

小４～小６
親子15組

なし
化学の力で食品サンプルを作ろう！
身近な材料で様々な化学実験をしながら、天ぷら、
イクラなどの食品サンプルを作る

水の浄化を体験しよう～きたない水がきれいな水に～
自然界の水の浄化方法や、家庭や工場から出る汚れ
た水の浄化方法を体験しながら学ぶ

音あそび　身近な素材で楽器を作ろう！
音当てクイズ、楽器創り、バンブーダンスを通じて、
音を「聴く」「作る」「奏でる」ことを体験する
【持ち物　脱げにくい靴】

点線を切り取って、①～⑥を書いて、往信
の裏面（役場の住所を書いた裏面）に貼っ
てください。書き方は前ページにも説明図
があります。
間違えのないように、確認してください。

申込方法

▶申込締切　６月29日（金）必着（申込者多数の場合
は抽選）

▶抽選結果　７月中旬頃、返信はがきでご連絡します
▶材 料 費　材料費が必要な講座は、７月25日（水）ま

でにすこやか環境グループへご持参くださ
い

▶持 ち 物　講座によっては持参する物がありますので
「講座内容」欄で確認してください

▶申込方法　往復はがきに右の通り①～⑥を書いて、す
こやか環境グループに郵送してください

　　　　　　※はがきは必ず１人１枚。１枚で２講座ま
で申し込みできます。同一講座はどちらか
１講座しか申し込めません。町外の方は、
７月18日（水）以降、空きがあれば受け
付けます。

注意事項

・記載内容が正確でない場合は、返信ができない場合が
ありますのでご注意ください
・申込者多数の場合は厳正な抽選を行い、抽選結果につ
いては返信はがきで連絡します
・申し込みいただいた個人情報は、個人情報保護法によ
り適正に管理します
・抽選結果については、個人ごとにはお答えいたしかね
ますのでご了承ください
・キャンセルが出た際は、落選者の中から抽選し、繰り
上がり当選の電話連絡を随時行います

＜申し込みできる方は＞
　原則として、町内に在住、通学、通勤している５人
以上の団体・グループなら誰でも申し込みできま
す。（講座28・29を除く）
＜申し込み方法は＞
　実施日の１ヵ月前までに、播磨わくわく講座申込書
を企画グループへ提出してください。
　詳しくは次ページをご覧ください。
＜開催時間と場所は＞
　平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの
間で２時間以内（講座28・29を除く）とし、開催
場所は、公共施設・集会施設などで、町内に限らせ
ていただきます。
＜会場の手配は＞
　この講座は、住民の皆さんが主催する催しに、講師
を派遣する制度です。会場の手配や催しの周知、当
日の進行などは、主催者側でお願いします。
＜講師料は＞
　講師料は無料ですが、講座によっては、材料費や資
料代などが必要になる場合があります。
＜利用できない場合は＞
①公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害するおそ
れのあるとき
②政治、宗教または営利を目的とした催しなどを行う
おそれのあるとき
③播磨わくわく講座の目的に反しているとき

＜注意事項＞
①この講座は、苦情などをお聞きする場ではありませ
ん
②講座の時間は、当初予定した時間内に終わるように
お願いします
③その場で説明できない内容がある場合も予想されま
すので、ご了承ください
④日程については、講座の内容、講師の都合などによ
り、調整させていただく場合もあります

町職員以外の講師が担当する講座もあります

　次の講座はそれぞれの専門家による講座です。
ただし、以下の条件がありますので、ご注意くだ
さい。

　28番 講師派遣：兵庫県加古川警察署
　29番 講師派遣：兵庫県加古川警察署

▶団体　30人以上の団体・グループ
▶時間　平日の午前10時から午後４時までの間で
　　　　２時間以内

　播磨わくわく講座は、住民の皆さんが主催する会合や催しに町職員や専門家が出向きます。町政の現状や暮
らしの中で知っていると役立つ内容の講座を開催していただくことにより、まちづくりについて理解を深めて
いただき、住民と行政が協働して、住みよいまちをつくることを目的としてつくられた講座です。

「安心してくらせる町にしたいなぁ」「もっと播磨町のことを知りたいなぁ」「安心してくらせる町にしたいなぁ「安心してくらせる町にしたいなぁ「安心「安心 」「」「」「」「もっと播磨町のことを知りたいなぁ」もっと播磨町のことを知りたいなぁ」と播磨 と 知 」と播磨 と 知 」

①

［申込者］
町内在住、通学、通勤し
ている５人以上の団体・
グループの代表者

②

［メニューの選択］
メニュー表から希望する
講座を選択

③

［申し込み］
次ページの申込書で実施
日の１ヵ月前までに申し
込む

④

［日程等調整］
担当グループ（講師）と
調整

⑤

［決定通知］
代表の方に講座利用の決
定通知をお送りします

⑥

［講座の実施］
利用する団体・グループ
が用意する会場で講座を
開催

⑦

［アンケートの提出］
終了後アンケートを記入
し提出

※申し込み前に事前に電話など
でご相談いただければ、日程
調整がスムーズに進みます。
▶申込み・問合せ　
　企画グループ　
　☎０７９（４３５）０３５６
　　０７９（４３５）０６０９
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●わくわく講座メニュー

播磨わくわく講座申込書（コピーしてご利用ください）

講座番号希望の講座 参加人数

希望の日時

講座の会場

申請者

備　　考

講座名

平成　 　年　　 月　 　日（　 　）

　　　　　　　　　　　時　　　　分 ～　　　　時　　　　分

人

〔団体・グループ名〕

〔代表者・申請者〕　氏名　　　　　　　　　　　　　電話

　　　　　　　　  住所　〒
内容について要望があればご記入ください

電話

①これからのまちづくり（企画グループ）
まちづくりの目標や基本的な考え方、長期的指針を示
した播磨町第４次総合計画の内容を中心に

②男女共生社会って？（生涯学習グループ）
男女共生社会の実現に向けて私たちができること

⑥まちの台所事情（総務グループ）
予算や決算など、まちのお金のはなし

⑤地籍調査って何？（都市計画グループ）
地籍調査の必要性や仕組みについて

④マスタープランって何？（都市計画グループ）
まちの都市計画の現状と基本計画について

③防災のはなし（危機管理グループ）
被害を最小限にくい止めるために普段からしておくこ
とは？災害が起こったらまず何をすればいいの？など
防災関連のはなし

⑦選挙のしくみ（総務グループ）
あなたの１票を大切に…いろいろな投票方法について

⑧「情報公開」「個人情報保護」って何？（総務グループ）
情報公開条例、個人情報保護条例に基づく両制度につ
いて

⑨進む行政改革（企画グループ）
行政改革の取り組みについて

⑩町のホームページ活用法（企画グループ）
身近なくらしのガイドから最新の情報まで

⑬福祉のはなし（福祉グループ）
今実施されている福祉制度は？①～③から選択してく
ださい　　　　①障害福祉②高齢福祉③児童母子福祉

⑫知っておきたい「国保」と「年金」（保険年金グループ）
「国民健康保険」と「国民年金」の仕組みと手続き

⑭わかりやすい「介護保険」（保険年金グループ）
「介護保険」の仕組みと手続き

⑪税金のはなし（税務グループ）
町税の仕組みはどうなってるの？
どんな計算で、こうなるの…

⑯「健」「幸」づくりを楽しもう（すこやか環境グループ）
誰でもできる健康づくりをご紹介！

⑮乳幼児の食育のはなし（すこやか環境グループ）
離乳食づくりとバランスのとれた手作り料理

⑰みんなでごみを減らそう（すこやか環境グループ）
家庭で気軽に始められるごみの減量、環境にやさしい
リサイクル

⑱道路と河川のはなし（土木グループ）
まちの道路整備計画や河川の改修などについて

⑳今、学校教育は？（学校教育グループ）
子どもをとりまく学校教育の現状とこれからの播磨町
の教育

⑲なぜ「下水道」は必要なの？（下水道グループ）
下水道の整備について

◯21 わかりやすい「人権」のはなし（生涯学習グループ）
身近な人権について話し合おう

◯22 今こそ考えよう！家庭教育（学校教育・生涯学習グループ）
青少年の健全育成や家庭での教育方法などについて

◯24 生涯、学習時代！（生涯学習グループ）
生涯、学習を続けるためには…

◯23 みんなのスポーツ（生涯学習グループ）
クロリティーなど誰もができるニュースポーツをみん
なで体験しよう！

◯25 身近にあるまちの文化財（郷土資料館）
身近な○○にそんな歴史が…播磨町にもたくさんの文
化財があります！

◯26 水ができるまで（水道グループ）
こうやって飲み水ができるんだ！　
～取水井から浄水施設の紹介～

◯27 かしこい消費者になろう！（住民グループ）
最近の消費生活相談事例を交えながら、契約トラブル
に遭わないためのポイントをわかりやすくご説明しま
す

◯28 犯罪から命と財産を守るために（企画グループ外部講師）
様々な犯罪から命と財産を守るために気をつけること

◯29 守ろう！交通ルール（企画グループ外部講師）
交通事故を起こさない、まきこまれないために日頃か
ら気をつけること

◯30 手作りメニュー
上記以外に聞きたい講座をリクエストしたり、複数の
講座を組み合わせることも可能です

切
り
取
っ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て
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退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適

用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合

は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
の
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職

し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳

未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金

額
が
減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も

の
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ

び
そ
の
配
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
人

や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の

人
）
と
な
る
場
合
に
は
、
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
住
所
地
の
市

区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口

で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

と
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
こ
の
手
続
き
に
は
、
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
添
付
し
て
、「
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提

出
し
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
で
、
本
人
ま
た
は
世

帯
主
が
提
出
し
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

月
額
１
万
４
千
980
円
（
平
成
24
年

度
）
で
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
一
定
期
間
分
（
原
則
と
し
て

半
年
ま
た
は
１
年
間
）
の
保
険
料

を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口

座
振
替
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が

割
引
に
な
る
制
度
（
早
割
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
ま

た
は
退
職
を
理
由
と
す
る
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
勤

務
し
て
い
る
事
業
所
を
管
轄
す
る

年
金
事
務
所
に
、「
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
（
資
格
取
得
・
種

別
変
更
・
種
別
確
認
（
３
号
該

当
）、
資
格
喪
失
・
死
亡
、
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
変
更
（
訂
正
）

届
」
を
提
出
し
ま
す
。
こ
の
届
書

に
は
、
収
入
確
認
の
た
め
の
書
類

と
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
を
添
付
し
ま
す
。

　

収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と

は
、
非
課
税
証
明
書
な
ど
で
、
控

除
対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
証
明
に

よ
り
収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
の

添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
は
、
事
業
主
が

届
書
に
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
が

正
し
く
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
れ
ば
年
金
事
務
所
へ
の
添

付
を
省
略
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

氏
名
変
更
を
伴
う
第
３
号
被
保
険

者
の
届
出
は
年
金
手
帳
の
添
付
が

必
要
で
す
。

　

届
書
の
提
出
期
限
は
、
被
扶
養

者
に
該
当
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

で
、
事
業
主
（
健
康
保
険
組
合
の

場
合
は
組
合
）
経
由
で
提
出
し
ま

す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
か

ら
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に

保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入

被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢

給
付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し

て
い
る
か
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満

で
、
老
齢
給
付
の
受
給
資
格
期
間

が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
も
、
任

意
加
入
被
保
険
者
（
特
例
任
意
加

入
被
保
険
者
）
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
住
所

地
の
市
区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場

の
窓
口
で
行
い
ま
す
。
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

添
付
し
て
、
本
人
が
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

　

任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
と
同
じ
で
す
が
、
保
険
料
の
免

除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

65
歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入
被
保

険
者
は
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
任
意
加
入
被
保
険
者
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原

則
と
し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。
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※
年
金
の
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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